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以下のとおり、報告いたします。 

 

研究制度  

〼特別研究期間     □自由研究期間         

□大学共同研究     □個人特別研究費        

□博士研究員  

※国際共同研究交通費補助については別様式にて作成してください。  

研究課題  人々の移動に関する人文地理学的研究  

研究実施場所  日本各地  

研究期間  2017年  4月  1日  ～  2918年  3月  31日（１２ヶ月）  

 

◆  研究成果概要  （ 2,500字程度） 

上記研究課題に即して実施したことを具体的に記述してください。 

 2 0 1 7年 度 特 別 研 究 期 間 で は ，「 人 々 の 移 動 に 関 す る 人 文 地 理 学 的 研 究 」 を 研 究 課 題

と し て 情 報 の 収 集 ・ 整 理 お よ び 成 果 報 告 を お こ な っ た 。 特 に 「 集 団 就 職 」 と い う 現

象 の 解 明 が 中 心 的 な 課 題 で あ っ た 。  

 報 告 者 は 2 0 1 6年 1月 に 『 集 団 就 職 と は 何 で あ っ た か ― 〈 金 の 卵 〉 の 時 空 間 ― 』（ ミ

ネ ル ヴ ァ 書 房 ，関 西 学 院 大 学 研 究 叢 書 第 1 7 6編 ）を 出 版 し ，集 団 就 職 を め ぐ る 様 々 な

問 題 に つ い て 適 切 な デ ー タ を も っ て 解 明 し た つ も り で あ る 。 し か し な が ら ， ま さ に

そ う で あ れ ば こ そ ， 神 話 化 さ れ て 曖 昧 な ま ま 語 ら れ て き た 集 団 就 職 に つ い て 新 た な

課 題 を 見 出 せ る よ う に な っ て い た 。 集 団 就 職 は 全 国 で 実 施 さ れ た に も 関 わ ら ず ， 多

く の 先 行 研 究 や 一 般 的 な メ デ ィ ア の 表 象 で は 東 北 と 東 京 （ 特 に 上 野 駅 ） を 中 心 と し

た 話 だ け が 扱 わ れ て い る 。 ま た ， 高 度 経 済 成 長 期 が 中 心 的 な 時 期 で あ る こ と は 間 違

い な い と し て も ， 関 連 す る 諸 制 度 は 第 二 次 世 界 大 戦 以 前 か ら 見 出 さ れ ， 集 団 就 職 と

呼 び 得 る 現 象 も 1 9 3 0年 代 半 ば に は 始 ま っ て い る 。 就 職 列 車 に 代 表 さ れ る 集 団 赴 任 の

よ う な 良 く 知 ら れ た 側 面 に つ い て で さ え ， 実 際 に は 実 証 的 な デ ー タ を も っ て 解 明 さ

れ て き た 訳 で は な か っ た 。 こ れ ら の 諸 点 に つ い て は 拙 著 『 集 団 就 職 と は 何 で あ っ た

か 』 で も か な り 多 く の こ と を 提 示 し た つ も り で は あ る が ， さ ら に 広 範 か つ 詳 細 な 情

報 収 集 が 必 要 で あ っ た 。  

 特 別 研 究 期 間 が 始 ま る 直 前 の 2 0 1 7年 3月 初 旬 に は ，人 文 地 理 学 会 大 会 に お け る 特 別
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研 究 発 表 （ 招 待 講 演 ， 1 1月 ） を お こ な う よ う 依 頼 さ れ た 。 そ こ で 集 団 就 職 関 連 の テ

ー マ で 発 表 す る こ と に し た 。 ま ず は こ の 発 表 に 向 け て 情 報 の 収 集 ・ 整 理 を お こ な う

こ と を 目 標 と し た 。  

 特 別 研 究 期 間 に は 愛 知 県 （ ７ 回 ， 名 古 屋 市 立 鶴 舞 図 書 館 ， 瀬 戸 市 瀬 戸 蔵 ミ ュ ー ジ

ア ム ，愛 知 県 陶 磁 器 工 業 組 合 な ど ），大 分 県（ ４ 回 ，大 分 県 公 文 書 館 ，大 分 県 立 図 書

館 ）， 北 海 道 （ １ 回 ， 北 海 道 立 図 書 館 ， 北 海 道 大 学 ）， 鹿 児 島 県 奄 美 大 島 （ １ 回 ， 鹿

児 島 県 立 図 書 館 奄 美 図 書 館 ）， 徳 島 県 （ １ 回 ， 徳 島 市 立 図 書 館 ， 徳 島 県 立 図 書 館 ），

東 京 都 （ １ 回 ， 東 京 都 立 中 央 図 書 館 ）， 神 戸 市 （ 複 数 回 ， 小 泉 製 麻 株 式 会 社 ） な ど を

訪 問 し ，地 方 紙 の 過 去 の 新 聞 記 事 ，行 政 文 書 や 企 業 の 社 内 報 な ど の 情 報 を 収 集 し た 。

特 に 各 地 の 地 方 紙 の 記 事 を 確 認 す る 作 業 を 進 め る こ と が で き た（『 北 海 道 新 聞 』，『 東

京 新 聞 』，『 中 部 日 本 新 聞（ 新 愛 知 ）』，『 徳 島 新 聞 』，『 大 分 合 同 新 聞 』，『 南 海 日 日 新 聞 』

な ど ）。愛 知 県 瀬 戸 市 で は 集 団 就 職 の 経 験 者 や ，就 職 者 が 雇 用 さ れ た 企 業 の 関 係 者 に

対 す る 聞 き 取 り 調 査 を お こ な う 機 会 も 得 ら れ た 。 こ れ だ け の 情 報 収 集 が 可 能 だ っ た

の は 特 別 研 究 期 間 を 得 ら れ た か ら こ そ で あ る 。  

 こ う し た 資 料 収 集 を 通 じ て ， ま ず は 人 文 地 理 学 会 大 会 に お い て 「 イ メ ー ジ の 向 こ

う の 集 団 就 職 ― 移 動 制 度 の 時 空 間 を め ぐ る 再 検 討 ― 」 と い う タ イ ト ル で の 特 別 研 究

発 表 を お こ な っ た（ 2 0 1 7年 1 1月 1 8日 ，明 治 大 学 ）。こ の 発 表 で は 主 に ４ つ の サ ブ テ ー

マ を 設 定 し た 。 ① 集 団 就 職 の イ メ ー ジ と 公 的 機 関 の 諸 制 度 ， ② 戦 時 体 制 下 の 集 団 就

職 （ 戦 前 に お け る 就 職 列 車 ， 忘 れ ら れ た 歴 史 ）， ③ 戦 後 に お け る 集 団 就 職 の 「 再 開 」

（ 高 度 経 済 成 長 期 の 開 始 以 前 か ら の 展 開 ），④ 集 団 就 職 者 の 社 会 地 理（ 就 職 者 た ち の

生 活 世 界 の 理 解 に 向 け て ）。  

 こ の 発 表 機 会 に よ っ て 集 団 就 職 に つ い て 改 め て 熟 考 す る 機 会 を 得 る と と も に ， 質

疑 応 答 を 通 じ て 適 切 な 意 見 や 好 意 的 な コ メ ン ト を 聞 く こ と が で き た 。  

 さ ら に ， 上 述 し た 各 地 で の 資 料 の 収 集 と 整 理 を 通 じ て ， ま ず は 次 の ２ つ の 論 文 を

執 筆 し ， 学 内 紀 要 に 寄 稿 し た 。 １ つ 目 は 「 少 年 産 業 戦 士 の 集 団 就 職 ─ 戦 時 体 制 下 に

お け る 愛 知 県 若 年 労 働 市 場 の 制 度 的 展 開 ─ 」人 文 論 究 6 7巻 4号（ 関 西 学 院 大 学 人 文 学

会 ， 2 0 1 8年 2月 1 0日 ）で あ る 。拙 著『 集 団 就 職 と は 何 で あ っ た か 』に お い て 秋 田 県 の

事 例 か ら 説 き 起 こ し た「 戦 時 体 制 下 の 集 団 就 職 」に つ い て ，本 稿 で は 主 に『 新 愛 知 』

（ 現 在 の『 中 日 新 聞 』の 前 身 ）の 新 聞 記 事 を 利 用 し て 戦 前 の 愛 知 県 の 状 況 を 精 査 し ，

そ の 作 業 を 通 じ て 改 め て 解 明 し た 。 集 団 就 職 と 呼 び 得 る 現 象 が す で に 戦 前 に 確 実 に

見 ら れ た こ と は 本 稿 で 明 ら か に で き た は ず で あ る 。  

 次 に 「 就 職 列 車 と 就 職 船 ─ 戦 後 大 分 県 の 集 団 就 職 に 見 る 集 団 赴 任 の 展 開 ─ 」 関 西

学 院 史 学 4 5号（ 関 西 学 院 大 学 史 学 会 ， 2 0 1 8年 3月 2 0日 ）を 寄 稿 し た 。一 般 に 集 団 赴 任

制 度 の 中 核 と 見 な さ れ る の は 就 職 列 車 で あ ろ う が ， 実 際 に は 集 団 赴 任 に つ い て も イ

メ ー ジ だ け で 語 ら れ る 傾 向 が 強 く ， そ の 詳 細 は 解 明 さ れ て こ な か っ た 。 拙 著 で は 集

団 赴 任 の 全 体 像 に か な り 迫 っ た つ も り で は あ る が ， 特 定 の 場 所 に お け る 集 団 赴 任 の

解 明 に つ い て は お こ な っ て い な か っ た 。 そ こ で 本 稿 で は 大 分 県 を 対 象 に ， 就 職 列 車

や 就 職 船 の 状 況 を 確 認 し た 。 戦 後 の 大 分 県 で は 1 9 5 3年 か ら 1 9 7 4年 ま で 集 団 赴 任 が 実

施 さ れ た こ と が 理 解 さ れ た 。 地 方 紙 『 大 分 合 同 新 聞 』 は ， 1 9 5 0年 代 か ら 毎 春 に お い

て 集 団 就 職 関 連 を め ぐ る か な り 詳 細 な 記 事 を 掲 載 し て い た 。 ま た 大 分 県 公 文 書 館 に

所 蔵 さ れ た 行 政 文 書 も 有 用 で あ っ た 。  

 集 団 就 職 の 研 究 に 対 し て こ れ ほ ど の 調 査 機 会 を 得 ら れ た 研 究 者 は 過 去 に な か っ

た は ず で あ る が ， な お も 多 く の 課 題 が 残 さ れ て い る こ と が 実 感 さ れ た １ 年 で も あ

っ た 。 す で に 調 査 に 着 手 し た も の の ， さ ら な る 追 加 調 査 が 必 要 な 対 象 地 も 少 な く

な い 。 現 時 点 で は 収 集 し た 資 料 の す べ て の 整 理 を 終 え ら れ た 訳 で も な い 。 今 後 と

も 継 続 的 に 関 連 情 報 を 収 集 ・ 整 理 し ， そ の 成 果 を 発 表 し て い き た い 。  
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以  上  

提出期限：研究期間終了後 2ヶ月以内  
※個人特別研究費：研究費支給年度終了後 2ヶ月以内  博士研究員：期間終了まで  
提出先：研究推進社会連携機構（NUC）  
※特別研究期間、自由研究期間の報告は所属長、博士研究員は研究科委員長を経て提出してください。  
◆研究成果概要は、大学ホームページにて公開します。研究遂行上大学ホームページでの公開に

支障がある場合は研究推進社会連携機構までご連絡ください。  


